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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年4月23日(2015.4.23)

【公表番号】特表2014-504601(P2014-504601A)
【公表日】平成26年2月24日(2014.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2014-010
【出願番号】特願2013-550572(P2013-550572)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/575    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/08     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/575    ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月4日(2015.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＩ型糖尿病の治療が必要な被験体において、ＩＩ型糖尿病を治療するための薬学的組
成物であって、有効量のアポリポタンパク質Ａ－ＩＶまたはアポリポタンパク質Ａ－ＩＶ
に少なくとも９０％の同一性を有するその生物学的活性類似体を含む、前記薬学的組成物
。
【請求項２】
　血液グルコースレベルを低下させる必要がある被験体において、血液グルコースレベル
を低下させるための薬学的組成物であって、有効量のアポリポタンパク質Ａ－ＩＶタンパ
ク質またはアポリポタンパク質Ａ－ＩＶに少なくとも９０％の同一性を有するその生物学
的活性類似体を含む、前記薬学的組成物。
【請求項３】
　耐糖能を実質的に回復させる必要がある被験体において、正常レベルまで耐糖能を回復
させるための薬学的組成物であって、有効量のアポリポタンパク質Ａ－ＩＶまたはアポリ
ポタンパク質Ａ－ＩＶに少なくとも９０％の同一性を有するその生物学的活性類似体を含
む、前記薬学的組成物。
【請求項４】
　生物学的活性類似体がアポリポタンパク質Ａ－ＩＶに少なくとも９９％の同一性を有す
る、請求項１～３のいずれか一項の薬学的組成物。
【請求項５】
　被験体がヒトである、請求項１～４のいずれか一項の薬学的組成物。
【請求項６】
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　被験体に有効量のアポリポタンパク質Ａ－ＩＶを投与する請求項１～５のいずれか一項
の薬学的組成物であって、該アポリポタンパク質のアミノ酸配列が
【化１】

　式中、Ｘ１はＧ、Ａ、Ｖであるかまたは存在せず；
　Ｘ２はＥまたはＫであり；
　Ｘ３はＴまたはＳであり；そして
　Ｘ４はＱまたはＨである
前記薬学的組成物。
【請求項７】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶが全長ヒトアポリポタンパク質Ａ－ＩＶである、請求項１
～５のいずれか一項の薬学的組成物。
【請求項８】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶのアミノ酸が、
【化２】

である、請求項７の薬学的組成物。
【請求項９】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶのアミノ酸配列が：
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【化３】

である、請求項１～５のいずれか一項の薬学的組成物。
【請求項１０】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶがグリコシル化されている、請求項１～９のいずれか一項
記載の薬学的組成物。
【請求項１１】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶがグリコシル化されていない、請求項１～９のいずれか一
項記載の薬学的組成物。
【請求項１２】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶが全身投与される、請求項１～１１のいずれか一項記載の
薬学的組成物。
【請求項１３】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶまたはその生物学的活性類似体の全身投与が、経口、皮下
、静脈内、筋内、および腹腔内投与からなる群より選択される、請求項１２記載の薬学的
組成物。
【請求項１４】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶまたはその生物学的活性類似体が、約１～約１０μｇ／ｇ
の用量で投与される、請求項１～１３のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項１５】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶまたはその生物学的活性類似体が、約０．２５～約２μｇ
／ｇの用量で投与される、請求項１～１３のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項１６】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶまたはその生物学的活性類似体が、約１μｇ／ｇの用量で
投与される、請求項１～１３のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項１７】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶまたはその生物学的活性類似体が、１日１回投与される、
請求項１～１６のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項１８】
　アポリポタンパク質Ａ－ＩＶまたはその生物学的活性類似体が、１日約２回投与される
、請求項１～１６のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項１９】
　薬学的に許容されうるキャリアーまたは希釈剤をさらに含む、請求項１～１８のいずれ
か一項記載の薬学的組成物。
【請求項２０】
　液体配合物である、請求項１～１９のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項２１】
　水性配合物である、請求項１～２０のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項２２】
　水性配合物が発熱物質不含である、請求項２１の薬学的組成物。
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【請求項２３】
　ポリペプチドであって、ここで該ポリペプチドのアミノ酸配列が
【化４】

である、前記ポリペプチド。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のポリペプチドであって、ここで該ポリペプチドがグリコシル化され
ている、前記ポリペプチド。
【請求項２５】
　請求項２３に記載のポリペプチドであって、ここで該ポリペプチドがグリコシル化され
ていない、前記ポリペプチド。
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